
か
ら
は
学
校
給
食
で「
引
き
揚
げ

の
日
」メ
ニ
ュ
ー
と
し
て
、か
つ

て
引
揚
者
の
帰
国
手
続
き
を
し

た「
舞
鶴（
地
方
）引
揚
援
護
局
」

で
引
揚
者
に
提
供
さ
れ
た
食
事

の
レ
シ
ピ
の
資
料
を
も
と
に
、当

時
の
引
揚
者
が
最
初
に
口
に
し

た
日
本
の
食
事
を
再
現
し
、市
内

全
小
・
中
学
生
が
食
を
通
し
て

舞
鶴
の
ま
ち
の
歴
史「
引
き
揚
げ
」

に
つ
い
て
学
習
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
次
世
代
へ
の
継
承
を

課
題
に
し
て
き
た
中
、２
０
１
７

年
に
初
め
て
学
生
の
語
り
部
が

誕
生
。自
ら
希
望
し
て
語
り
部
養

成
講
座
へ
参
加
し「
戦
争
を
二
度

と
繰
り
返
さ
な
い
」と
の
思
い
か

ら
活
動
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

現
在
で
は
30
人
の
中
学
・
高
校

生
と
専
門
学
校
生
・
大
学
生
が

活
躍
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、引
揚
記
念
館
に
近
接
す

る
若
浦
中
学
校
で
は
２
０
２
０
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　引揚記念館は、小学校の社会見学で来た時から知っていて、興味
も少しありました。中学生になって先輩に語り部のことを教えても
らい、やろうと思いました。もともと人前で話すのが得意でないので、
実際やるとすごく緊張して失敗することもありますが、もっと練習
してしっかり伝わるように話していきたいと思います。舞鶴に住ん
でいて、引揚記念館は知っているけれど内容は知らない人がいるの
で、これからの活動で伝え、一人でも多く、舞鶴に
いるなら「引き揚げ」のことは当たり前に知ってい
る人というを増やしたいと思います。

I N T E R V I E W 　 学 生 語り 部 を 始 め たきっ か け や 思 い

　私は舞鶴に住んでいますが、福知山の学校に通っています。引揚記
念館に行った時、福知山の友達に舞鶴に住んでいるからということで
いろいろ聞かれて答えられないことがありました。そんな時、広報ま
いづるに語り部養成講座の記事が出ていると母から教えてもらって、
それで始めました。若浦中には語り部を伝えていく仕組みができあがっ
ていますが、他の学校はそうではなく、小学生の時に引揚記念館に行っ
てもそれ以降「引き揚げ」とのつながりが薄れていき
ます。若浦中みたいなことはできなくても、活動を続
ける中で、他の学校でも「引き揚げ」を伝えていける
よう、活動の幅を広げられたらと思います。

第
二
次
世
界
大
戦
終
結
後
の

１
９
４
５
年
10
月
７
日
、
海
外

に
い
た
日
本
人
を
乗
せ
た
引
き

揚
げ
第
一
船
が
舞
鶴
港
へ
入
港
。

心
身
と
も
に
疲
れ
果
て
た
引
揚

者
に
対
し
、舞
鶴
の
人
々
は
沿
道

で「
お
か
え
り
な
さ
い
」「
ご
苦
労

さ
ま
で
し
た
」と
声
を
掛
け
、東

西
の
駅
で
は
お
茶
や
ふ
か
し
芋

な
ど
を
配
り
、温
か
く
迎
え
、ふ

る
さ
と
へ
と
見
送
り
ま
し
た
。

博
愛
の
精
神
を
も
っ
て
、引
揚

者
を
迎
え
た
歴
史
と
平
和
へ
の

願
い
を
未
来
へ
と
伝
え
る
た
め
、

２
０
１
８
年
9
月
、市
民
一
体
と

な
っ
て「
舞
鶴
引
き
揚
げ
の
日
」

を
制
定
し
ま
し
た
。

舞
鶴
引
き
揚
げ
の
日
を
広
く

知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、市
役
所

の
ロ
ビ
ー
で
の
展
示
や
平
和
祈

念
式
典
を
開
催
。
２
０
２
０
年

　若浦中で一つ上の先輩が、語り部の勧誘をしていて、自分が住ん
でいる舞鶴で昔あったことを知らないのは良くないなと思ったこと、
先輩が堂々としゃべっているのを見てかっこいいなと思って憧れた
こともあって語り部になりました。語り部として活動している中、
２つ歳の離れた後輩が語り部を始めているのを見ると、自分の活動
が少しずつ広がっているようでうれしいです。今後、全国の同世代
や自分たちより下の世代に「引き揚げ」のことを知っ
てもらうために活動し、全国に「引き揚げ」の史実
が伝わればと思います。

吉田 透子さん西舞鶴高 １年

　語り部の活動は、若浦中に入ってこの地域でしかできないこと
は何かと考えたとき、地域特有のことはこれだと思ってやってみ
たくなりました。小学生の時には、引揚記念館に行っても興味が
湧かなかったけれど、先輩の話を聞くと新鮮な話が多く、聞くの
も話すのも楽しいと、語り部をやって初めて分かりました。
自分の体験も踏まえ、小学生で興味のない児童や、
中学生の後輩に少しでも「引き揚げ」について興
味をもってもらえるような語り部になりたいと思
います。

宵田 琉偉さん若浦中  2 年

年
、
引
揚
者
を
迎
え
た
地
域
の

人
々
の
証
言
を
得
て「
引
揚
者
を

迎
え
る
歌
」を
、生
徒
の
皆
さ
ん

と
先
生
が
一
丸
と
な
っ
て
復
活

さ
せ
、忘
れ
去
ら
れ
よ
う
と
し
て

い
た
記
憶
の
継
承
に
大
き
く
貢

献
し
ま
し
た
。

学
生
語
り
部
は
舞
鶴
引
揚
記

念
館
の
イ
ベ
ン
ト
開
催
な
ど
に

合
わ
せ
て
活
動
し
て
い
ま
す
。今

年
の
３
月
に
は
、沖
縄
で
の
記
念

館
巡
回
展
で
語
り
部
活
動
を
し

た
ほ
か
、琉
球
大
学
の
学
生
と
平

和
や
戦
争
に
つ
い
て
意
見
交
換

し
ま
し
た
。

今
後
は
、国
内
各
地
の
次
世
代

を
担
う
若
い
世
代
と
の
交
流
や

海
外
の
研
究
者
、若
者
と
の
交
流

を
視
野
に
入
れ
て
、よ
り
世
界
的

な
視
点
か
ら
戦
争
や
平
和
に
つ

い
て
見
識
を
深
め
る
活
動
も
展

開
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
市
と
し
て
も
、こ
う
し
た

学
生
語
り
部
を
支
援
す
る
こ
と

で
、若
い
世
代
へ
史
実
を
継
承
し

て
い
く
と
と
も
に「
引
き
揚
げ
」

と
い
う
歴
史
的
な
役
割
を
果
た

し
て
き
た
使
命
と
し
て
、恒
久
平

和
へ
の
思
い
を
発
信
し
続
け
て

い
き
ま
す
。

今年の５月から理事長になりました。歴代
の理事長の功績の元でプレッシャーはあり
ますが、70人近くいる会員の高齢化が進む中、
私たちの年代が次に引き継ぐため、活動をよ
り発展していかなければと考えています。特
に、私たちの年代は「引き揚げ」を直接体験し
ていない分、体験者の「思い」をしっかり代弁
していくことが重要です。

そんな中、学生語り部は私たちより若い世
代にもかかわらず、その「思い」を受け止め、
さらに下の世代へ分かりやすい言葉に置き
換え伝えています。まさに「次世代から次世
代へ」伝えている姿は、私たちも見習わなけ
ればと思っています。

　「引き揚げ」の史実の継承は、今後も市は
手を休めず続けてほしいと思います。「引き
揚げ」がただ大変だったとか、悲しい思いを
していたとか通り一遍ではなく、平和の尊さ
や命の大切さをしっかり考えていくことが、
ご苦労された人の気持ちに添えるのではな
いかと考えており、そ
れらの思いを胸に、市・
学生語り部とともに伝
えていきたいと考えて
います。

10
月
７
日 

舞
鶴
引
き
揚
げ
の
日

「
舞
鶴
引
き
揚
げ
の
日
」給
食

次
世
代
に
よ
る
継
承

未
来
に
向
か
っ
て

舞
鶴
引
き
揚
げ
の
日

恒
久
平
和
へ
の
思
い
を
発
信

上左右）活躍する学生語り部
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第
７
次
舞
鶴
市
総
合
計
画
に
基
づ

き
、
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
や
市

の
取
り
組
む
施
策
・
事
業
を
お
伝

え
す
る
「
市
政
の
今
」。
今
回
は
、
引

き
揚
げ
の
史
実
を
通
じ
た
平
和
施

策
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ＳＤＧｓ未来都市

平
和
祈
念
式
典

　
毎
年
、10
月
７
日
に
近
い

土
曜
日
に
平
和
祈
念
式
典

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
今

年
は
式
典
終
了
後
に
学
生

語
り
部
に
よ
る
館
内
案
内

や
紙
芝
居
も
実
施
し
ま
す
。

【
日
時
】10
月
８
日
㈯
14
時

～
15
時

【
場
所
】引
揚
記
念
公
園

【
内
容
】平
和
へ
の
願
い
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信

【
問
い
合
わ
せ
先
】引
揚
記

念
館（
☎
68
・
０
８
３
６
）

I N T E R V I E W

平野 星那さん福知山高  1 年

林 琉希さん若浦中  2 年

勝島 勝彦さん

引揚語りの会理事長
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